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　昔の話をすると若い人に笑われる，とよく言うが，20年前はやはりふた昔前のようだ．当

時，東大の駒場と本郷とを結ぶ回線は，確かD1という名前で速度は9600bps．これを4分

割して使う紳士協定があったが，誰かが目いっぱい占有して大騒ぎになったことを思い出す．

この回線を768Kbpsにしたのはかなり経ってから．そのときに各建物に敷設した10BASE-5

の太いケーブルがまだ各所に残っている．10年ほど前には100Mbpsになった．現在では自

宅用の速度である．速くなればやれることも変わるし増える．やることが増えれば，またネ

ットワークを速くする．この繰り返し．

　今月号の特集は「オープンリサーチ型次世代ネットワーク技術への挑戦─National Project 

JGN2 4年間のFact Sheets─」で，江崎浩，中川晋一がエディタ．大規模な実験高速ネット

ワークであるJGN2についてのいろいろな報告．組織作り，利用推進と地域の活性化，国際

連携活動，高帯域映像中継，センサネット，相互接続性，サラウンディング・コンピューテ

ィング，と話題も盛りだくさん．新世代ネットの概念設計方針であるAKARIの内容が興味

深い．情報関係の例に洩れず，ネットワーク屋も，機能拡張や機能の埋め込みには熱心であ

るが，概念整理や再設計にはあまり興味を示さない．AKARIはそれへの挑戦．しかし，こ

の欲張った要求仕様をどうまとめるのであろうか．次の世代であるJGN2plusというプロジ

ェクトも開始されているという．高速ネットワーク研究用のテストベッドであり，国際的な

開発競争中とのこと．2011年3月というプロジェクト期限は，アナログTV放送終了の直前．

　なお，AKARIのリーダーであった平原さんが急死された．働き過ぎというのが周囲の意見．

若い人が先に逝く例が続く．

　「高精度時刻サーバの開発─10ギガビットネットワーク時代の計測技術─」（中川晋一，

町澤朗彦，鳥山裕史，岩間司）は，要約すれば，精度のよいNTPシステムを実現する話．ソ

フトウェア，ハードウェア，物理系，ネットワーク系などの総合的なくふうの必要性が述べ

られる．200メートルで1マイクロ秒もかかるという電気信号の遅さと，コンピュータクロ

ックのいい加減さとの戦い．グラフとデバイスの写真がたくさん載っている．

　「プログラムオフィサー制度の現状～科学技術振興調整費プログラムオフィサーの事例

を中心に～」（山下博之）は，競争的研究資金の配分とフォローとに責任を持つ役職という．

平成15年度に本格的に導入されたというが，うまく機能しているのだろうか．

　「書評：学力低下は錯覚である」（中川晋一）は，評者の実感も含めた紹介．PISAの結果

に行政を含めて右往左往したことは記憶に新しいが，中身や原因の検討はやはり大切である．

「俺たち，ゆとられちゃってますから」というフレーズは，なかなか面白い．

　「北海道支部：最近の北海道情報処理シンポジウムの話題から」は，今号から始めた“わ

が支部の魅力はここにあり”のシリーズの1回目．もともとは「支部で出している賞も紹介し

たら」という話から発展したもの．受賞した研究の内容を含めた支部活動の紹介．次は東北

支部へと続く予定．

　「音楽理論GTTMの定式化と実装の試み」（平田圭二，浜中雅俊）は，シリーズ“計算の視

点から音楽の構造を眺めてみると”の第4回目．GTTMをコンピュータ上に実装するにあた

っての曖昧性との戦いぶり．グルーピング構造分析に話を絞って説明している．

 （Nimble Jack）
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